
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ち
の
話
題

スクッピト

あんなこと
こんなこと

新新新発見ま

16小城市報

　

水
瀬
し
ゅ
ん
ぎ
ょ
う
丹
頂
鶴
写

真
展
が
、
１
月　

日
（
金
）
か
ら

２２

　

日
間
に
か
け
て
牛
津
赤
れ
ん
が

１０館
で
行
わ
れ
、
期
間
中
８
５
２
人

も
の
方
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

水
瀬
カ
メ
ラ
マ
ン
は
、
丹
頂
鶴

に
見
せ
ら
れ
、　

年
間
に
亘
り
北

２５

海
道
釧
路
湿
原
で
撮
影
を
続
け
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

 

丹
頂
鶴
の
写
真
展

に
多
く
の
来
場
者

　

福
島
利
定
さ
ん
（
佐
賀
市
）
と
、

福
島
春
夫
さ
ん
（
新
潟
県
佐
渡

市
）
が
、
小
城
町
上
町
の
土
地
及

び
建
物
（
５
７
８
平
方
メ
ー
ト

ル
）
を
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
土
地
は
福
島
さ
ん
兄
弟
が

昭
和　

年
ま
で
生
ま
れ
育
っ
た
と

２０

こ
ろ
で
、
そ
の
後
別
の
人
が
所
有

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
老
朽
化
に
よ
り
使
わ

れ
て
い
な
か
っ
た
土
地
家
屋
を
買

戻
し
て
、
地
域
発
展
の
た
め
に
活

用
し
て
も
ら
お
う
と
寄
付
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
近
隣
の
観
光
・
物
販

施
設
の
駐
車
場
用
地
と
し
て
利
活

用
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

 

生
家
跡
地
を
市
に

寄
贈

　

１
月　

日
（
木
）
、
市
内
の
小

２８

中
学
校
で
「
小
城
市
ふ
る
さ
と
食

の
日
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
有
明
海
漁
協
芦
刈

支
所
か
ら
の
り
や
赤
貝
を
提
供
し

て
い
た
だ
き
、
手
巻
き
に
し
て
食

べ
る
子
ど
も
も
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
生
産
者
の
方

に
感
謝
し
、
食
材
に
つ
い
て
学
び

な
が
ら
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い

ま
し
た
。

※
小
城
う
ま
か
ば
い
給
食
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
１
月
５
日
号
の
市

報
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 

小
城
う
ま
か
ば
い

給
食

 

雇
用
促
進
住
宅
の

存
続
を
願
う
住
民

の
声

　

雇
用
促
進
住
宅
区
長
の
山
村
孝

さ
ん
他
３
名
が
、
１
月　

日
（
月
）

２５

に
集
ま
っ
た
１
、
０
０
０
名
以
上

の
署
名
を
市
長
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

　

国
は
、
全
国
の
雇
用
促
進
住
宅

を
、
平
成　

年
度
ま
で
に
廃
止
す

３３

る
こ
と
を
決
定
。
そ
れ
以
来
、
小

城
宿
舎
の
あ
る
地
元
校
区
の
方
々

を
中
心
に
、
存
続
の
た
め
に
市
で

の
購
入
を
求
め
る
署
名
活
動
を
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
昨
年
に
続
い
て
２
回

目
の
提
出
で
、
前
回
分
ま
で
合
わ

せ
る
と
約
３
、
０
０
０
名
に
も
の

ぼ
る
署
名
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

写真の説明を熱心に聴く来場者選びぬかれた８０点の作品が並ぶ

市長も一緒にいただきます！



17小城市報

　

佐
賀
県
水
難
救
済
会
が
佐
賀

県
有
明
海
漁
協
芦
刈
支
所
に
支

援
自
動
販
売
機
を
設
置
し
、
２

月　

日
（
土
）
に
除
幕
式
が
行

１３
わ
れ
ま
し
た
。

　

水
難
救
済
会
は
、
海
で
遭
難

し
た
方
々
の
救
助
を
行
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
支
え
る
た
め
の
団

体
で
す
。

　

売
り
上
げ
の
一
部
が
募
金
と

し
て
佐
賀
県
水
難
救
済
会
の
活

動
に
必
要
な
救
助
器
材
の
整
備

や
県
内
の
危
険
な
水
辺
に
救
命

(

 
浮  
環 
を
設
置
す
る
事
業 

ラ
イ

う
き 

わ

)

フ
リ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

に

 
充 
て
ら
れ
ま
す
。

あ

 

晴
田
小
校
区
が

　

県
知
事
賞
受
賞

　

晴
田
小
校
区
で
は
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
り
、

子
ど
も
の
安
心
・
安
全
の
た
め

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
は
、「
一
人
に

し
な
い　

一
人
に
な
ら
な
い　

安
全
・
安
心
の
町
づ
く
り
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
取
り
組
ん

で
き
た
、
日
頃
の
防
犯
活
動
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

２
月
４
日
（
木
）
に
開
催
さ

れ
た
『
佐
賀
県
地
域
安
全

フ
ォ
ー
ラ
ム
』
の
実
践
発
表
で

は
、
昨
年
度
か
ら
こ
れ
ま
で
の

活
動
の
紹
介
も
行
い
ま
し
た
。

　

保
護
者
及
び
地
域
の
皆
さ

ま
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
今
後
と
も
ご
協
力
・

ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

晴
田
小
学
校

　

２
月
６
日
（
土
）・
７
日
（
日
）

に
行
わ
れ
た
作
品
展
に
は
、
３

歳
か
ら　

歳
ま
で
幅
広
い
年
齢

８５

層
が
出
品
さ
れ
、
会
場
に
は
絵

画
や
書
、
手
芸
や
短
歌
な
ど
、

１
２
５
点
に
も
お
よ
ぶ
力
作
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
日
（
日
）
に
は
、
お
茶
席

も
設
け
ら
れ
、
終
日
多
く
の
来

場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

本
告
自
治
会
は
、
他
に
も
夏

祭
り
や
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

な
ど
多
彩
な
行
事
を
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

佐
賀
県
有
明
海
漁
業
協
同
組

合
芦
刈
支
所
青
年
部
（
満
岡
敏

広
部
長
）
が
２
月
１
日
（
月
）、

市
内
の
幼
稚
園
５
箇
所
、
保
育

園
８
箇
所
に
ノ
リ
約
１
４
０
０

袋
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

２
月
６
日
の
「
ノ
リ
の
日
」

に
ち
な
み
、
地
域
へ
の
還
元
と

ノ
リ
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
同
青
年
部
の
メ

ン
バ
ー
が
芦
刈
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、
満
岡
部
長

が
「
自
分
た
ち
が
作
っ
た
お
い

し
い
ノ
リ
を
食
べ
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
、
ノ
リ
を
園

児
た
ち
に
手
渡
し
ま
し
た
。

 

園
児
に
ノ
リ
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

　
「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
」の
公
開
録

音
が
２
月
６
日
（
土
）
に
ド
ゥ

イ
ン
グ
三
日
月
で
行
わ
れ
、
会

場
は
５
０
０
人
の
観
覧
者
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
、
サ
ガ
ン
鳥
栖
監

督
の
松
本
育
夫
さ
ん
に
よ
る
講

演
会
が
あ
り
、
第
２
部
で
は
ス

タ
ジ
オ
を
飛
び
出
し
て
来
ら
れ

た
番
組
ア
ン
カ
ー
お
二
人
が
巧

み
な
話
術
で
、
会
場
内
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　

内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
て

い
ま
す
。

 
小
城
市
合
併
５
周
年
記
念

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ラ
ジ
オ

番
組
が
小
城
市
へ

や
っ
て
き
た
！

 
～
春
を
迎
え
る
～

　

本
告
自
治
会

　

文
化
作
品
展

 

佐
賀
県
水
難
救
済

会
支
援
自
販
機
を

設
置

アンカー：石澤典夫アナ
ウンサー（左）と遠藤ふ
き子さん（右）

終了後、サインや記念撮
影に応じるアンカー

２月４日（木）　代表して感謝状を
受け取る南里校長先生（右）　　　




